室蘭市開港１４０年・市制施行９０年記念式典　式　辞

　本日、ここに、室蘭市開港１４０年・市制施行９０年記念式典を挙行いたしましたところ、ご来賓の皆様をはじめ、多数の市民の皆様のご臨席を賜り、市民を代表しまして厚く御礼申し上げます。

　顧みますと、明治５年、北海道開拓の一翼を担い、道都札幌への海関として白鳥湾の一角に桟橋が築かれるとともに、札幌本道が切り開かれました。これが室蘭港誕生の記念すべき１ページであり、今日につながるまちづくりの第一歩でもありました。明治２５年には岩見沢－室蘭間の鉄道敷設により石炭積出港として、さらに、明治４０年代には、優れた港湾と北海道内の豊富な資源を活用し、臨海部へ製鉄・製綱の二大工場が立地するなど、重化学港湾都市としての礎が確立されたのであります。

　また、大正１１年には、札幌、函館などの五つの都市とともに本道で最初の市制が施かれ、ここに室蘭市が誕生し、以来、北海道開発のけん引力として、発展を続けてまいりました。

　古くから災害に強い天然の良港として知られた室蘭港につきましては、積極的な港湾機能の整備・充実によりまして、基幹産業である鉄鋼をはじめ、セメント、石油精製等の多様な産業が立地するとともに、昭和４０年には、東北・北海道で最初の特定重要港湾に指定されるなど、今日の本格的流通港湾としての姿が形成されてまいりました。

　また、平成１０年には、市民が久しく待ち望んでおりました白鳥大橋が開通し、交通体系の飛躍的な改善が図られ、平成２１年には西胆振地域における新たな広域連携に向けた中心市宣言を行うなど、中核都市としての未来に向けた歩みも始まっております。
明治以来、「ものづくりのマチ」として一世紀の歴史を刻み、産学官民が一体となって、新分野への展開を積極的に進めるなど、世界に通じる国際拠点港湾を活用した産業と地域の振興発展はもちろんのこと、地球環境への貢献のため、「緑の工業都市」の形成を目指しているところであります。

いまを生きる私たちは、さまざまな苦難を乗り越え、今日の室蘭を築いて来られた先人たちの偉業と貴重な財産を将来へつないでいかなければなりません。
私は、これまでの歩みを振り返りながら郷土愛を育むとともに、輝く未来へ「人・まち・みなと」の絆を大切にし、さらなる発展・飛躍に向け、市民と力を合わせ、子供からお年寄りまで希望の持てるまちづくりに全力を傾注することをここに決意するものであります。
結びに、ご臨席賜りました皆様方の、より一層のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げますとともに、皆さまの益々のご健勝、ご多幸をご祈念申しあげ、式辞といたします。
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